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           分割表に対する混合モデルと潜在構造分析






                    一ろ≦a≦α
の範囲で変動する．ここで
                o＝min｛力（1一σ），（1一力）σ｝
                ろ＝min｛〃，（！一力）（1一σ）｝
下の表に，パラメータ数が1つ（網目の部分）または2つの特殊モデルで，a≧0のヶ一スを示す．
 次に，
                〃／力，σ；a｝，〃／ガ，グ；a／
という2つのモデルが，それぞれα，1一αという比率で混合されたモデルは
                  〃／ク，σ；a＋el

















                ク＝ψ十（1一α）ガ
                σ＝ασ十（1一α）σ
                a＝αa＋（！一α）a









            ベイズ型密度関数推定モデルについて
















           MODEL（O）：火〕～g（yl m2，ん．1，ん。）  プ＝1，2
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